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横
濱
和
弥
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

一　

横
濱
和
弥
君
が
提
出
し
た
博
士
学
位
請
求
論
文
は
、
七
年
間

（
国
外
留
学
に
よ
る
二
年
間
の
休
学
期
間
を
含
む
）
に
わ
た
る
本
塾

大
学
院
法
学
研
究
科
後
期
博
士
課
程
で
の
研
究
の
集
大
成
と
し
て
書

か
れ
た
「
国
際
刑
法
に
お
け
る
上
官
責
任
と
そ
の
国
内
法
化
」
で
あ

る
（
以
下
、
こ
れ
を
「
本
論
文
」
と
呼
ぶ
）。
本
論
文
は
、
法
学
政

治
学
論
究
誌
上
に
発
表
し
た
五
編
の
論
文
（「
国
際
刑
法
に
お
け
る

『
上
官
責
任
』
に
関
す
る
一
考
察
―
―
日
本
刑
法
上
の
諸
概
念
と
の

対
比
を
中
心
に
」
法
学
政
治
学
論
究
九
二
号
〔
二
〇
一
二
年
〕
三
六

五
～
三
九
七
頁
、「
国
際
刑
法
に
お
け
る
『
上
官
責
任
』
と
そ
の
国

内
法
化
の
態
様
に
関
す
る
一
考
察
―
―
ド
イ
ツ
『
国
際
刑
法
典
』
を

素
材
と
し
て
」
同
九
七
号
〔
二
〇
一
三
年
〕
三
〇
一
～
三
三
三
頁
、

「
国
際
刑
法
に
お
け
る
犯
罪
の
主
観
的
成
立
要
件
に
つ
い
て
―
―
国

際
刑
事
裁
判
所
規
程
三
〇
条
に
お
け
る
『Intent and 

K
now

ledge

』
の
意
義
」
同
一
〇
九
号
〔
二
〇
一
六
年
〕
六
七
～

九
九
頁
、「
国
際
刑
法
に
お
け
る
上
官
責
任
の
処
罰
対
象
と
し
て
の

不
作
為
―
―
国
際
刑
事
裁
判
所
規
程
二
八
条
を
中
心
に
」
同
一
一
三

号
〔
二
〇
一
七
年
〕
一
～
三
四
頁
、「
国
際
刑
法
上
の
上
官
責
任
に

お
け
る
『
実
質
的
管
理
』
要
件
の
内
実
と
意
義
」
同
一
一
七
号
〔
二

〇
一
八
年
〕
六
九
～
一
〇
四
頁
）
を
基
礎
と
し
つ
つ
、
さ
ら
に
大
幅

な
書
下
ろ
し
を
加
え
た
も
の
で
あ
り
、
論
文
末
尾
掲
載
の
資
料
を
含

め
る
と
約
三
一
万
字
に
及
ぶ
大
作
で
あ
る
。

　

本
論
文
の
構
成
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

序
論
：
本
稿
の
検
討
課
題

一　

国
際
刑
事
裁
判
と
「
指
導
者
」
処
罰

（
一
）　

大
規
模
人
権
侵
害
と
国
際
刑
事
裁
判

（
二
）　

指
導
者
処
罰
と
上
官
責
任

二　

 

Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
上
の
締
約
国
の
義
務
と
日
本
の
立
法
を
め

ぐ
る
議
論

（
一
）　 

Ｉ
Ｃ
Ｃ
加
盟
時
の
日
本
の
対
応
―
―
ミ
ニ
マ
リ
ス

ト
方
式
の
採
用
―
―

（
二
）　

マ
ク
シ
マ
リ
ス
ト
か
ら
の
批
判

（
三
）　

日
本
の
立
法
不
作
為
と
上
官
責
任

三　

本
稿
の
課
題
と
位
置
づ
け

（
一
）　

本
稿
の
検
討
課
題

（
二
）　

先
行
研
究
と
の
関
係
お
よ
び
本
研
究
の
意
義

第
一
部
：
国
際
刑
法
上
の
上
官
責
任
の
形
成
史
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第
1
章　

上
官
責
任
の
歴
史
的
展
開

一　

は
じ
め
に

二　

山
下
裁
判

（
一
）　

前　

史

（
二
）　

山
下
裁
判
の
概
要

（
三
）　

山
下
裁
判
の
評
価

三　

他
の
戦
犯
裁
判

（
一
）　

課
題
Ａ
：
上
官
概
念
の
拡
大

（
二
）　

課
題
Ｂ
：
主
観
的
要
件
の
基
準

（
三
）　

課
題
Ｃ
：
事
後
的
な
処
罰
又
は
付
託
の
懈
怠

四　

第
一
追
加
議
定
書

（
一
）　

総　

説

（
二
）　

第
一
追
加
議
定
書
に
お
け
る
上
官
責
任
の
射
程

五　

ま
と
め

第
2
章　

ア
ド
・
ホ
ッ
ク
法
廷
に
お
け
る
上
官
責
任

一　

は
じ
め
に

二　

総　

説

（
一
）　

ア
ド
・
ホ
ッ
ク
法
廷
の
概
要

（
二
）　

ア
ド
・
ホ
ッ
ク
法
廷
に
お
け
る
上
官
責
任
の
概
要

（
三
）　

上
官
責
任
の
成
立
要
件

三　

上
官
・
部
下
関
係

（
一
）　
「
上
官
」
概
念

（
二
）　

実
質
的
管
理
の
対
象

（
三
）　

小　

括

四　

主
観
的
要
素

（
一
）　

総　

説

（
二
）　

犯
罪
を
知
っ
て
い
た
こ
と

（
三
）　

犯
罪
を
知
る
理
由
が
あ
っ
た
こ
と

（
四
）　

部
下
に
よ
る
犯
罪
の
認
識
の
時
点

（
五
）　

小　

括

五　

上
官
の
不
作
為

（
一
）　

総　

説

（
二
）　

防
止
義
務
と
処
罰
義
務

（
三
）　

必
要
か
つ
合
理
的
な
措
置

（
四
）　

各
義
務
間
の
関
係

（
五
）　

因
果
関
係
要
件

（
六
）　

小　

括

六　

上
官
責
任
の
位
置
づ
け

（
一
）　

ア
ド
・
ホ
ッ
ク
法
廷
に
お
け
る
犯
罪
体
系

（
二
）　

上
官
責
任
の
「
性
質
」
論

（
三
）　

上
官
責
任
と
他
の
関
与
形
式
の
適
用
関
係

（
四
）　

小　

括
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七　

ま
と
め

第
二
部
：
国
際
刑
事
裁
判
所
に
お
け
る
上
官
責
任

第
1
章　

序
論
的
検
討
：
第
二
部
の
検
討
課
題

一　

は
じ
め
に

二　

総　

説

（
一
）　

Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
概
要

（
二
）　

Ｉ
Ｃ
Ｃ
に
お
け
る
上
官
責
任
の
概
要

（
三
）　Bem

ba

事
件

（
四
）　

上
官
責
任
の
成
立
要
件
：
次
節
以
下
へ
の
序

三　

上
官
責
任
の
主
体
要
件

（
一
）　

軍
の
指
揮
官
と
文
民
の
上
官

（
二
）　

実
質
的
な
指
揮
・
権
限
・
管
理

四　

不
作
為
要
件

（
一
）　

二
つ
の
不
作
為
の
関
係

（
二
）　

二
八
条
の
文
言
と
因
果
関
係
要
件

五　

主
観
的
要
件

（
一
）　 

前
提
と
し
て
の
三
〇
条
：
主
観
的
要
件
の
一
般
規

定

（
二
）　

主
観
的
要
件
の
「
下
限
」

六　

関
与
形
式
体
系
中
に
お
け
る
上
官
責
任
の
位
置
づ
け

第
2
章　

主
体
要
件
Ｉ
：
軍
の
指
揮
官
と
文
民
の
上
官
の
区
別

一　

は
じ
め
に

二　

ア
ド
・
ホ
ッ
ク
法
廷
に
お
け
る
文
民
の
上
官

（
一
）　 

ア
ド
・
ホ
ッ
ク
法
廷
に
お
け
る
文
民
上
官
の
一
般

的
肯
定

（
二
）　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
判
例

（
三
）　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｒ
判
例

（
四
）　

小　

括

三　

 

Ｉ
Ｃ
Ｃ
に
お
け
る
「
軍
の
指
揮
官
」
と
「
文
民
の
上

官
」
の
区
別
基
準

（
一
）　

総
説

（
二
）　
「
軍
」
の
意
義
：
第
一
段
階

（
三
）　 

上
官
の
地
位
・
権
限
行
使
の
態
様
は
考
慮
さ
れ
る

か
？
：
第
二
段
階

四　

ま
と
め

第
3
章　

主
体
要
件
Ⅱ
：
実
質
的
管
理

一　

は
じ
め
に

二　
「
実
質
的
管
理
」
の
内
実

（
一
）　 

実
質
的
管
理
の
有
無
の
判
断
に
あ
た
っ
て
の
考
慮

要
素

（
二
）　

防
止
・
処
罰
能
力
と
組
織
的
階
級
構
造

三　

上
官
の
作
為
義
務
と
実
質
的
管
理
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（
一
）　

軍
の
指
揮
官
と
上
官
責
任

（
二
）　 

文
民
の
上
官
責
任
、
特
に
企
業
犯
罪
へ
の
適
用
可

能
性

四　

ま
と
め

第
4
章　

不
作
為
要
件

一　

は
じ
め
に

二　

ア
ド
・
ホ
ッ
ク
法
廷
に
お
け
る
上
官
責
任

（
一
）　

処
罰
対
象
と
し
て
の
不
作
為

（
二
）　
「
実
質
的
管
理
」
概
念

三　

二
分
説

（
一
）　

二
分
説
の
骨
子

（
二
）　

二
分
説
の
問
題
点

（
三
）　

小　

括

四　

単
一
説

（
一
）　

Ｉ
Ｃ
Ｃ
予
審
裁
判
部
お
よ
び
学
説
の
見
解

（
二
）　

ア
ム
ネ
ス
テ
ィ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
の
見
解

五　

ま
と
め

第
5
章　

主
観
的
要
件

一　

は
じ
め
に

二　
「
知
っ
て
い
た
」
基
準

（
一
）　

前
提
：
主
観
的
要
件
の
一
般
規
定
と
し
て
の
Ｉ
Ｃ

　
　
　

Ｃ
規
程
三
〇
条

（
二
）　

三
〇
条
と
二
八
条
の
関
係

三　

 「
知
っ
て
い
る
べ
き
で
あ
っ
た
」
基
準
と
「
情
報
を
意

識
的
に
無
視
し
た
」
基
準

（
一
）　

総
説

（
二
）　
「
知
っ
て
い
る
べ
き
で
あ
っ
た
」
基
準

（
三
）　
「
情
報
を
意
識
的
に
無
視
し
た
」
基
準

四　

部
下
に
よ
る
犯
罪
の
認
識
の
時
点

五　

ま
と
め

第
6
章　

 

Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
関
与
形
式
体
系
に
お
け
る
上
官
責
任
の
位

置
づ
け

一　

は
じ
め
に
：
前
章
ま
で
の
小
括

二　

Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
関
与
形
式

（
一
）　

行
為
支
配
論
に
基
づ
く
正
犯
・
共
犯
体
系
の
採
用

（
二
）　

要
件
概
観

三　

上
官
責
任
の
性
質
と
他
の
関
与
形
式
と
の
関
係

（
一
）　

性
質

（
二
）　

他
の
関
与
形
式
と
の
関
係

四　

ま
と
め

第
三
部　

国
内
刑
法
と
上
官
責
任

第
1
章　

日
本
刑
法
と
上
官
責
任
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一　

は
じ
め
に

二　

日
本
の
Ｉ
Ｃ
Ｃ
加
盟
と
立
法
不
作
為

（
一
）　

日
本
の
Ｉ
Ｃ
Ｃ
加
盟
と
立
法
対
応

（
二
）　

実
体
法
規
定
の
国
内
法
化
の
見
送
り
と
そ
の
論
拠

三　

日
本
刑
法
に
よ
る
国
際
刑
法
上
の
上
官
責
任
へ
の
対
応

（
一
）　�
上
官
責
任
該
当
行
為
は
日
本
刑
法
上
処
罰
可
能

か
？

（
二
）　�

日
本
刑
法
上
不
可
罰
と
な
る
領
域
を
国
内
法
化
に

よ
っ
て
埋
め
る
必
要
は
あ
る
か
？

四　

ま
と
め

第
2
章　

ド
イ
ツ
語
圏
諸
国
に
お
け
る
上
官
責
任
関
連
規
定

一　

は
じ
め
に

二　

ド
イ
ツ

（
一
）　

総　

説

（
二
）　

国
際
刑
法
典
に
お
け
る
上
官
責
任
の
位
置
づ
け

（
三
）　

場
所
的
適
用
範
囲

（
四
）　

小　

括

三　

ス
イ
ス

（
一
）　

総　

説

（
二
）　

ス
イ
ス
刑
法
に
お
け
る
上
官
責
任
の
位
置
づ
け

（
三
）　

場
所
的
適
用
範
囲

（
四
）　

小　

括

四　

オ
ー
ス
ト
リ
ア

（
一
）　

総　

説

（
二
）　

オ
ー
ス
ト
リ
ア
刑
法
に
お
け
る
上
官
責
任

（
三
）　

場
所
的
適
用
範
囲

五　

�

ド
イ
ツ
・
ス
イ
ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
比
較
検
討
か
ら

の
示
唆

（
一
）　

上
官
責
任
概
念
の
規
定
方
式

（
二
）　

軍
の
指
揮
官
と
文
民
の
上
官
の
区
別

（
三
）　

主
観
的
要
件
お
よ
び
処
罰
対
象
と
し
て
の
不
作
為

（
四
）　

場
所
的
適
用
範
囲

六　

ま
と
め

お
わ
り
に

二　

本
論
文
は
、
問
題
意
識
を
提
示
す
る
序
論
、
上
官
責
任
と
い
う

法
理
の
生
成
・
発
展
過
程
を
詳
細
に
描
写
す
る
第
一
部
、
国
際
刑
事

裁
判
所
（
以
下
、「
Ｉ
Ｃ
Ｃ
」
と
す
る
）
規
程
に
お
け
る
上
官
責
任

に
関
す
る
規
定
の
解
釈
、
お
よ
び
こ
れ
に
関
す
る
裁
判
例
を
分
析
・

検
討
す
る
第
二
部
、
日
本
の
国
内
刑
法
と
国
際
刑
法
上
の
上
官
責
任

の
関
係
の
考
察
、
お
よ
び
上
官
責
任
を
国
内
法
化
し
た
ド
イ
ツ
語
圏

諸
国
と
の
比
較
法
研
究
を
内
容
と
す
る
第
三
部
の
全
四
部
か
ら
な
っ
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て
い
る
。
各
部
の
概
要
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

1　
「
序
論
」
で
は
、
ま
ず
、
日
本
が
二
〇
〇
七
年
の
Ｉ
Ｃ
Ｃ
加

盟
時
に
い
わ
ゆ
る
「
ミ
ニ
マ
リ
ス
ト
」
方
式
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
に
協
力
す
る

た
め
の
手
続
法
の
整
備
な
ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
上
要
求
さ
れ
る
最
小
限

の
立
法
の
み
行
う
方
式
）
を
採
用
し
、
規
程
を
国
内
法
化
す
る
た
め

の
実
体
法
整
備
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
日
本

政
府
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
の
対
象
犯
罪
で
あ
る
中
核
犯
罪
（
集
団
殺
害

犯
罪
〔
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
〕・
人
道
に
対
す
る
犯
罪
・
戦
争
犯
罪
・

侵
略
犯
罪
）
を
国
内
法
化
し
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
中
核
犯
罪

に
該
当
す
る
行
為
の
ほ
と
ん
ど
が
、
日
本
刑
法
に
よ
り
処
罰
可
能
だ

か
ら
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
著
者
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程

二
八
条
の
上
官
責
任
に
目
を
向
け
た
場
合
、
こ
の
論
拠
に
は
説
得
力

が
な
い
と
指
摘
す
る
。
す
な
わ
ち
、
上
官
責
任
と
は
、
軍
の
指
揮
官

や
政
府
指
導
者
等
の
「
上
官
」
が
、
部
下
に
よ
る
犯
罪
の
発
生
を
知

り
、
ま
た
は
知
っ
て
い
る
べ
き
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ

を
防
止
・
抑
止
ま
た
は
処
罰
し
な
か
っ
た
場
合
に
上
官
に
刑
事
責
任

を
問
う
法
理
を
い
う
が
、
こ
の
う
ち
、
上
官
が
犯
罪
を
認
識
し
て
い

な
い
場
合
や
、
上
官
が
部
下
を
事
後
的
に
処
罰
し
な
い
場
合
は
、
Ｉ

Ｃ
Ｃ
規
程
上
は
可
罰
的
と
さ
れ
る
一
方
、
日
本
の
刑
法
上
は
不
可
罰

と
な
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
す
る
の
で
あ
る
。
仮
に
、
国
内
刑
法

上
不
可
罰
と
な
る
領
域
が
存
在
す
る
と
す
れ
ば
、
日
本
で
の
中
核
犯

罪
の
処
罰
可
能
性
は
不
十
分
と
な
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
が
採
用
す
る
「
補
完

性
の
原
則
」（
中
核
犯
罪
の
第
一
次
的
な
訴
追
・
処
罰
は
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規

程
の
締
約
国
の
国
内
裁
判
所
に
委
ね
ら
れ
、
国
内
裁
判
所
が
裁
判
を

行
う
意
思
又
は
能
力
を
欠
く
場
合
に
の
み
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
が
そ
れ
を
補
完

す
る
も
の
と
し
て
管
轄
権
を
行
使
す
る
と
い
う
原
則
）
の
理
念
に
応

え
ら
れ
ず
、
自
国
民
を
Ｉ
Ｃ
Ｃ
に
引
渡
す
リ
ス
ク
を
背
負
う
こ
と
に

な
る
と
す
る
。
以
上
の
よ
う
な
考
察
か
ら
、
著
者
は
、
上
官
責
任
の

法
理
の
歴
史
的
沿
革
や
実
際
の
適
用
例
を
詳
細
に
分
析
・
検
討
す
る

こ
と
を
通
じ
て
、
日
本
の
国
内
法
整
備
の
足
り
ざ
る
と
こ
ろ
を
明
確

に
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
本
論
文
の
問
題
意
識
を
明
ら
か
に
し

て
い
る
。

　

2　

第
一
部
「
国
際
刑
法
上
の
上
官
責
任
の
形
成
史
」
の
第
1
章

「
上
官
責
任
の
歴
史
的
展
開
」
で
は
、
上
官
責
任
の
法
理
が
、
第
二

次
大
戦
直
後
に
旧
日
本
陸
軍
の
山
下
奉
文
大
将
に
対
す
る
裁
判
を
は

じ
め
と
す
る
戦
犯
裁
判
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
、
一
九
七
七
年
の
ジ
ュ

ネ
ー
ヴ
条
約
第
一
追
加
議
定
書
八
六
条
・
八
七
条
を
通
じ
て
成
文
化

さ
れ
た
こ
と
が
詳
細
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
時
期
に
お

い
て
既
に
、
①
軍
の
指
揮
官
の
み
な
ら
ず
文
民
の
上
官
も
そ
の
不
作

為
に
対
す
る
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
、
②
上
官
が
部
下
に
よ
る
犯
罪

を
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
も
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
、
③
上
官

が
犯
罪
を
行
っ
た
部
下
を
事
後
的
に
処
罰
し
な
か
っ
た
場
合
に
も
責
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任
を
問
わ
れ
る
こ
と
と
い
っ
た
、
今
日
の
上
官
責
任
の
中
核
を
成
す

要
素
が
み
ら
れ
る
と
い
う
事
実
が
、
豊
富
な
資
料
に
基
づ
い
て
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
る
。

　

第
2
章
「
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
法
廷
に
お
け
る
上
官
責
任
」
で
は
、
旧

ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
国
際
刑
事
裁
判
所
（
以
下
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｙ
」
と
す

る
）
お
よ
び
ル
ワ
ン
ダ
国
際
刑
事
裁
判
所
（
以
下
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
Ｒ
」

と
す
る
）
の
判
例
に
お
け
る
上
官
責
任
の
成
立
要
件
が
詳
細
に
分

析
・
検
討
さ
れ
て
い
る
。
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
法
廷
に
お
け
る
上
官
責
任

の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
で
あ
る
チ
ェ
レ
ビ
チ
収
容
所
第
一
審
裁

判
部
判
決
は
、
上
官
責
任
の
成
立
要
件
を
以
下
の
三
つ
に
ま
と
め
て

い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
上
官
・
部
下
関
係
の
存
在
、
②
部
下
に
よ
る

犯
罪
を
知
っ
て
お
り
、
ま
た
は
知
る
理
由
が
あ
っ
た
こ
と
、
③
犯
罪

を
防
止
し
、
ま
た
は
処
罰
す
る
た
め
の
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
、

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
要
件
の
一
つ
ひ
と
つ
に
解
釈
論
上
・
認
定
論
上

の
論
点
が
存
在
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
上
官
・
部
下
関
係
と
い
う

要
件
は
文
民
の
場
合
も
想
定
し
た
も
の
な
の
か
、
部
下
に
よ
る
犯
罪

の
実
行
を
知
る
理
由
が
あ
っ
た
と
す
る
た
め
に
は
ど
の
よ
う
な
事
情

の
存
在
が
必
要
な
の
か
、
上
官
が
と
る
べ
き
合
理
的
な
措
置
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
な
の
か
と
い
っ
た
論
点
で
あ
る
。
著
者
は
、
こ
れ
ら

の
論
点
に
関
す
る
判
例
を
網
羅
的
に
調
査
・
分
析
し
、
ア
ド
・
ホ
ッ

ク
法
廷
に
お
け
る
上
記
各
要
件
の
該
当
性
判
断
の
具
体
的
基
準
を
明

ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
上
官
責
任
の
法
的
性
質
に
関
す
る
ア

ド
・
ホ
ッ
ク
法
廷
の
理
解
の
変
遷
に
つ
い
て
も
論
じ
て
い
る
。
当
初

の
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
法
廷
は
、
上
官
責
任
を
共
犯
の
一
種
と
解
し
て
お

り
、
部
下
の
行
っ
た
犯
罪
に
従
属
し
て
処
罰
さ
れ
る
も
の
と
い
う
理

解
を
と
っ
て
い
た
（
関
与
形
式
説
）。
し
か
し
、
上
記
の
三
要
件
に

よ
れ
ば
、
犯
罪
を
実
行
し
た
部
下
を
事
後
に
処
罰
し
な
い
こ
と
も
上

官
責
任
に
含
ま
れ
る
が
、
こ
れ
を
共
犯
責
任
の
観
点
か
ら
根
拠
づ
け

る
こ
と
は
困
難
だ
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
近
時
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
Ｙ
は
、
上
官
責
任
を
部
下
の
管
理
懈
怠
と
い
う
上
官
固
有
の
不
作

為
責
任
を
問
う
た
め
の
独
立
犯
罪
と
解
す
る
見
解
（
独
立
犯
罪
説
）

と
親
和
的
な
立
場
を
と
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
る
。

　

3　

第
二
部
「
国
際
刑
事
裁
判
所
に
お
け
る
上
官
責
任
」
で
は
、

Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
二
八
条
に
お
け
る
上
官
責
任
概
念
に
つ
い
て
検
討
さ
れ

て
い
る
。

　

第
1
章
「
序
論
的
検
討
」
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
組
織
の
概
要
や
同
規

程
二
八
条
の
文
言
の
紹
介
、
同
条
の
文
言
か
ら
生
じ
る
解
釈
論
上
の

論
点
の
抽
出
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

第
2
章
「
主
体
要
件
Ⅰ
」
で
は
、
軍
隊
の
指
揮
官
と
文
民
の
上
官

の
区
別
と
い
う
問
題
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
二
八
条
⒝

は
、
軍
隊
以
外
の
上
官
・
部
下
関
係
に
も
上
官
責
任
が
及
ぶ
こ
と
を
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明
文
で
示
し
て
い
る
が
、
他
方
で
、
軍
隊
の
指
揮
官
と
文
民
の
上
官

と
で
は
、
責
任
を
問
わ
れ
る
範
囲
が
異
な
っ
て
い
る
（
つ
ま
り
、
軍

の
指
揮
官
の
方
が
よ
り
広
い
範
囲
で
責
任
が
問
わ
れ
る
）。
両
者
の

区
別
基
準
に
つ
い
て
は
い
く
つ
か
の
学
説
が
あ
る
と
こ
ろ
、
著
者
は
、

軍
の
指
揮
官
が
文
民
の
上
官
よ
り
広
い
責
任
を
問
わ
れ
る
の
は
、
軍

隊
と
い
う
組
織
が
、
文
民
集
団
に
は
な
い
特
有
の
危
険
性
を
有
し
て

い
る
か
ら
だ
と
主
張
す
る
。
そ
こ
か
ら
、
あ
る
集
団
が
二
八
条
に
い

う
「
軍
」
に
あ
た
る
た
め
に
は
、
そ
の
よ
う
な
特
有
の
危
険
性
を
基

礎
づ
け
る
要
素
、
す
な
わ
ち
武
力
紛
争
に
お
け
る
展
開
可
能
性
を
有

す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
基
準
を
導
き
出
し
て
い
る
。

　

第
3
章
「
主
体
要
件
Ⅱ
」
で
は
、
上
官
・
部
下
関
係
が
認
め
ら
れ

る
た
め
に
必
要
な
上
官
の
権
限
の
程
度
・
態
様
に
つ
い
て
、
上
官
責

任
に
関
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｃ
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・
ケ
ー
ス
で
あ
る
ベ
ン
バ
事

件
に
加
え
て
、
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
法
廷
の
判
例
も
参
照
し
な
が
ら
検
討

さ
れ
て
い
る
。
判
例
で
は
、
①
部
下
の
犯
罪
を
防
止
・
処
罰
す
る
現

実
の
能
力
（
実
質
的
管
理
）
を
、
②
組
織
的
階
級
構
造
に
基
づ
き
下

位
者
に
対
し
て
行
使
可
能
で
あ
る
者
が
、
上
官
責
任
の
主
体
と
な
る

と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
基
準
を
文
民
に
も
あ
て
は
め
る
と
、

企
業
の
指
導
者
が
過
度
に
広
い
範
囲
で
責
任
を
問
わ
れ
か
ね
な
い
。

そ
こ
で
、
著
者
は
、
文
民
の
上
官
責
任
を
認
め
る
た
め
に
は
、
従
業

員
に
よ
る
犯
罪
が
、
当
該
組
織
の
活
動
の
持
つ
潜
在
的
・
類
型
的
危

険
の
発
現
と
し
て
発
生
し
た
と
い
う
関
係
性
が
要
求
さ
れ
る
べ
き
だ

と
い
う
見
解
を
提
示
す
る
。
そ
し
て
、
二
八
条
⒝
の
サ
ブ
パ
ラ
グ
ラ

フ
ⅱ
の
「
犯
罪
が
当
該
上
官
の
実
質
的
な
責
任
及
び
管
理
の
範
囲
内

に
あ
る
活
動
に
関
係
し
て
い
た
」
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
を
指
す
も

の
と
し
て
解
釈
さ
れ
う
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

第
4
章
「
不
作
為
要
件
」
で
は
、
二
八
条
の
行
為
態
様
に
係
る
要

件
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
同
条
の
柱
書
に
は
、「
自
己

が
当
該
軍
隊
の
管
理
を
適
切
に
行
わ
な
か
っ
た
結
果
と
し
て
」
と
い

う
文
言
が
あ
り
、
こ
れ
を
受
け
て
同
条
サ
ブ
パ
ラ
グ
ラ
フ
ⅱ
で
は
、

「
当
該
軍
隊
に
よ
る
犯
罪
の
実
行
を
防
止
し
若
し
く
は
抑
止
し
、
又

は
捜
査
及
び
訴
追
の
た
め
に
事
案
を
権
限
の
あ
る
当
局
に
付
託
す
る

た
め
、
自
己
の
権
限
の
範
囲
内
の
す
べ
て
の
必
要
か
つ
合
理
的
な
措

置
を
と
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
」
と
い
う
不
作
為
が
行
為
態
様
と
し

て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
柱
書
に
お
け
る
「
管
理
し
な
い
」
こ
と

と
、
サ
ブ
パ
ラ
グ
ラ
フ
に
お
け
る
「
防
止
・
抑
止
・
付
託
し
な
い
」

と
い
う
二
つ
の
不
作
為
の
関
係
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
は
、
見
解
が
対

立
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
犯
罪
成
立
の
た
め
に
は
両
不
作
為
が
必

要
だ
と
す
る
見
解
（
二
分
説
）
と
、
前
者
の
不
作
為
（
管
理
懈
怠
）

に
は
独
自
の
意
義
は
な
く
後
者
の
み
で
足
り
る
と
す
る
見
解
（
単
一

説
）
で
あ
る
。
本
章
で
は
、
二
分
説
に
は
理
論
上
問
題
が
あ
り
、
単

一
説
が
妥
当
で
あ
る
こ
と
が
詳
細
に
論
証
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
単
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一
説
に
立
つ
場
合
、
柱
書
の
「
結
果
と
し
て
」
と
い
う
文
言
の
意
義

が
問
題
と
な
る
と
こ
ろ
、
判
例
・
学
説
は
こ
れ
を
上
官
の
不
作
為
と

部
下
に
よ
る
犯
罪
と
の
間
の
因
果
関
係
を
意
味
す
る
と
解
し
て
い
る

が
、
著
者
は
、
そ
の
よ
う
な
考
え
方
は
単
一
説
と
矛
盾
す
る
と
し
、

こ
の
文
言
は
「
上
官
は
部
下
に
対
す
る
管
理
を
懈
怠
し
た
結
果
と
し

て
責
任
を
負
う
」
こ
と
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

　

第
5
章
に
お
い
て
は
、
二
八
条
の
主
観
的
要
件
に
つ
い
て
検
討
が

さ
れ
て
い
る
。
同
条
は
、
上
官
が
部
下
に
よ
る
犯
罪
を
「
知
っ
て
い

た
」、「
知
っ
て
い
る
べ
き
で
あ
っ
た
」、
ま
た
は
犯
罪
を
「
明
ら
か

に
示
す
情
報
を
意
識
的
に
無
視
し
た
」
こ
と
を
要
求
し
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
文
言
の
解
釈
に
つ
い
て
、
著
者
は
、「
知
っ
て
い
た
」
の
意

義
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
に
お
け
る
主
観
的
要
件
の
一
般
規
定
（
三
〇

条
）
と
同
様
に
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
結
果
発
生
が
「
ほ
ぼ
確

実
」
で
あ
る
こ
と
の
意
識
を
指
す
と
す
る
。
ま
た
、「
知
っ
て
い
る

べ
き
」
に
は
「
過
失
」
が
含
ま
れ
て
い
る
と
す
る
。
二
八
条
は
、
ア

ド
・
ホ
ッ
ク
法
廷
の
規
程
と
は
異
な
り
、
部
下
が
犯
罪
を
「
行
っ
て

お
り
若
し
く
は
行
お
う
と
し
て
い
る
こ
と
」
の
認
識
等
を
要
求
し
て

い
る
。
こ
の
こ
と
を
と
ら
え
て
、
著
者
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
は
ア
ド
・
ホ
ッ

ク
法
廷
と
は
異
な
り
、
上
官
が
部
下
に
よ
る
犯
罪
を
事
後
的
に
認
識

し
た
場
合
を
上
官
責
任
の
範
囲
か
ら
除
外
し
て
い
る
と
解
さ
ざ
る
を

得
な
い
と
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
君
は
、
こ
の
よ
う
な
処
罰
範

囲
の
限
定
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
戦
犯
裁
判
お
よ
び
ア
ド
・

ホ
ッ
ク
法
廷
に
お
い
て
発
展
し
て
き
た
上
官
責
任
の
法
理
の
趣
旨
に

そ
ぐ
わ
な
い
も
の
で
あ
り
、
立
法
過
誤
で
あ
る
と
厳
し
く
批
判
し
て

い
る
。

　

第
6
章
で
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
に
お
け
る
正
犯
・
共
犯
の
概
念
と
の

比
較
を
通
じ
、
上
官
責
任
の
法
的
性
質
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
正

犯
・
共
犯
（
二
五
条
三
項
）
に
お
い
て
は
、
行
為
が
犯
罪
に
因
果
的

に
寄
与
し
、
か
つ
、
行
為
者
が
犯
罪
事
象
を
認
識
し
て
い
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
一
方
、
上
官
責
任
（
二
八
条
）
の
下
で
は
い
ず
れ
も

要
求
さ
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
著
者
は
、
責
任
主
義
と
の
整
合
性
を

図
る
た
め
、
上
官
責
任
は
共
犯
の
一
種
で
は
な
く
、
ア
ド
・
ホ
ッ
ク

法
廷
と
同
様
、
軽
い
責
任
を
基
礎
づ
け
る
独
立
犯
罪
と
解
す
べ
き
で

あ
り
、
こ
の
理
解
が
量
刑
で
も
反
映
さ
れ
る
べ
き
だ
と
主
張
し
て
い

る
。
ま
た
、
こ
の
理
解
に
立
つ
場
合
、
正
犯
・
共
犯
と
上
官
責
任
が

競
合
す
る
場
合
に
は
、
前
者
が
優
越
す
べ
き
と
主
張
す
る
。

　

4　

第
三
部
「
国
内
刑
法
と
上
官
責
任
」
は
、
二
章
か
ら
な
る
。

第
1
章
「
日
本
刑
法
と
上
官
責
任
」
で
は
、
日
本
が
Ｉ
Ｃ
Ｃ
加
盟
時

に
上
官
責
任
を
国
内
法
化
し
な
か
っ
た
際
、
そ
の
理
由
と
し
て
政
府

が
示
し
た
、
上
官
責
任
に
該
当
す
る
行
為
の
ほ
と
ん
ど
が
日
本
刑
法

に
よ
り
処
罰
可
能
だ
と
い
う
立
場
に
対
す
る
批
判
的
な
検
証
が
行
わ

れ
て
い
る
。
国
際
刑
法
上
の
上
官
責
任
に
は
、
①
上
官
が
部
下
に
よ
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る
犯
罪
を
知
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
こ
れ
を
事
前
に
防
止
し
な

い
類
型
、
②
上
官
が
部
下
に
よ
る
犯
罪
を
知
っ
て
い
る
べ
き
で
あ
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
又
は
犯
罪
の
存
在
を
明
ら
か
に
示
す
情
報
を
意

識
的
に
無
視
し
て
こ
れ
を
事
前
に
防
止
し
な
い
類
型
、
③
上
官
が
部

下
に
よ
る
犯
罪
を
知
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
行
為
者
を
事
後
に

付
託
し
な
い
類
型
、
④
上
官
が
部
下
に
よ
る
犯
罪
を
知
っ
て
い
る
べ

き
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
又
は
犯
罪
の
存
在
を
明
ら
か
に
示
す

情
報
を
意
識
的
に
無
視
し
て
行
為
者
を
事
後
に
付
託
し
な
い
類
型
の

四
つ
が
存
在
す
る
。
こ
の
う
ち
、
①
お
よ
び
②
に
つ
い
て
は
、
日
本

の
国
内
刑
法
で
も
、
部
下
の
行
っ
た
犯
罪
に
対
す
る
不
作
為
の
幇
助

に
該
当
す
る
場
合
が
あ
り
う
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
日
本
国
外
で
Ｉ

Ｃ
Ｃ
規
程
二
八
条
に
該
当
す
る
事
案
が
生
じ
た
場
合
で
、
部
下
が

行
っ
た
犯
罪
行
為
が
、
ジ
ュ
ネ
ー
ヴ
諸
条
約
お
よ
び
第
一
追
加
議
定

書
の
重
大
な
違
反
行
為
に
該
当
し
な
い
と
き
に
は
、
部
下
の
行
為
が

日
本
刑
法
三
条
お
よ
び
三
条
の
二
に
掲
げ
ら
れ
た
犯
罪
に
あ
た
る
場

合
に
の
み
日
本
刑
法
の
適
用
が
可
能
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
部
下
の

行
為
が
両
条
に
掲
げ
ら
れ
た
い
ず
れ
か
の
犯
罪
に
該
当
す
る
場
合
で

あ
っ
て
も
、
日
本
刑
法
を
適
用
す
る
た
め
に
は
、
行
為
者
ま
た
は
被

害
者
の
少
な
く
と
も
一
方
が
日
本
国
民
で
あ
る
と
い
う
限
定
が
か
か

る
こ
と
と
な
り
、
ま
た
、
部
下
の
行
為
が
両
条
列
挙
の
犯
罪
に
該
当

し
な
い
と
き
に
は
、
そ
も
そ
も
日
本
刑
法
を
適
用
す
る
余
地
は
な
い

（
つ
ま
り
、
当
該
管
理
懈
怠
を
し
た
上
官
の
所
在
が
日
本
国
内
に

あ
っ
て
も
、
日
本
刑
法
が
適
用
で
き
な
い
結
果
、
日
本
国
内
で
は
刑

事
訴
追
で
き
な
い
）
と
著
者
は
指
摘
す
る
。
ま
た
、
③
お
よ
び
④
の

類
型
に
つ
い
て
は
、
そ
も
そ
も
日
本
に
は
処
罰
規
定
が
存
在
し
な
い

こ
と
を
指
摘
し
、
国
際
刑
法
上
は
上
官
責
任
に
該
当
す
る
行
為
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
本
刑
法
で
は
不
可
罰
と
な
る
領
域
が
広
く
存

在
す
る
こ
と
を
論
証
し
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
立
法
上
の
手
当
が

必
要
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

　

第
2
章
「
ド
イ
ツ
語
圏
諸
国
に
お
け
る
上
官
責
任
関
連
規
定
」
で

は
、
日
本
の
刑
法
学
が
伝
統
的
に
参
考
と
し
て
き
た
ド
イ
ツ
と
、
そ

れ
と
類
似
す
る
法
制
度
を
有
す
る
ス
イ
ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け

る
上
官
責
任
規
定
お
よ
び
国
外
犯
処
罰
規
定
を
検
討
し
、
将
来
の
日

本
の
上
官
責
任
の
立
法
に
際
し
て
参
考
と
な
る
部
分
を
抽
出
す
る
こ

と
が
試
み
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
留
意
す
べ
き
も
の
と
し
て

以
下
の
諸
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
国
々
で

は
、
①
上
官
責
任
を
責
任
主
義
と
整
合
さ
せ
る
た
め
に
、
過
失
に
よ

る
防
止
・
抑
止
の
懈
怠
類
型
や
処
罰
懈
怠
類
型
を
共
犯
の
一
種
と
し

て
で
は
な
く
独
立
し
た
犯
罪
と
し
て
定
め
て
い
る
こ
と
、
②
上
官
が

部
下
に
よ
る
犯
罪
を
故
意
に
防
止
し
な
い
類
型
に
関
し
て
は
、
刑
を

加
重
す
る
旨
の
規
定
が
み
ら
れ
る
こ
と
、
③
文
民
の
上
官
に
対
す
る

上
官
責
任
の
適
用
を
限
定
す
る
た
め
の
立
法
上
又
は
解
釈
上
の
手
立
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て
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
④
上
官
が
部
下
に
よ
る
犯
罪
の
認
識
を
欠

き
つ
つ
こ
れ
を
防
止
し
な
い
類
型
に
関
し
て
、
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト

リ
ア
で
は
「
監
督
義
務
違
反
」
と
い
う
新
た
な
カ
テ
ゴ
リ
を
設
け
た

こ
と
で
そ
の
内
容
が
不
明
確
と
な
っ
て
い
る
こ
と
、
⑤
処
罰
懈
怠
の

類
型
は
自
己
負
罪
拒
否
特
権
と
の
関
係
で
処
罰
範
囲
が
狭
ま
る
こ
と
、

⑥
こ
れ
ら
の
国
の
い
ず
れ
も
、
自
国
民
が
行
為
者
・
被
害
者
と
し
て

関
わ
っ
て
い
な
い
場
合
も
国
外
犯
処
罰
を
認
め
る
た
め
の
規
定
が
設

け
ら
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
諸

点
は
、
従
来
の
国
内
刑
法
の
理
論
体
系
を
混
乱
さ
せ
る
こ
と
な
く
上

官
責
任
を
国
内
法
化
す
る
際
に
大
い
に
参
考
に
な
る
と
い
う
。

　

以
上
が
本
論
文
の
概
要
で
あ
る
。

三　

以
下
で
は
、
本
論
文
に
対
す
る
評
価
を
示
す
こ
と
と
し
た
い
。

　

1　

本
論
文
は
、
国
際
刑
法
上
の
上
官
責
任
概
念
に
つ
き
、
第
二

次
大
戦
後
の
戦
犯
裁
判
を
詳
細
に
調
査
す
る
こ
と
で
そ
の
歴
史
的
沿

革
を
解
明
し
、
ま
た
、
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
法
廷
お
よ
び
Ｉ
Ｃ
Ｃ
に
お
け

る
上
官
責
任
規
定
と
そ
の
適
用
例
を
網
羅
的
に
検
討
す
る
こ
と
で
、

そ
の
現
代
に
お
け
る
姿
を
浮
き
彫
り
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
、

日
本
の
現
在
の
立
法
状
況
が
、
上
官
責
任
概
念
に
適
切
に
対
応
で
き

て
い
な
い
こ
と
を
刑
法
学
的
観
点
か
ら
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
日
本

と
類
似
の
刑
法
理
論
体
系
を
有
す
る
ド
イ
ツ
語
圏
諸
国
の
状
況
を
調

査
し
た
上
で
、
日
本
の
今
後
の
あ
る
べ
き
立
法
の
方
向
性
に
つ
い
て

提
言
を
行
う
労
作
で
あ
る
。

　

著
者
の
問
題
意
識
は
、
端
的
に
い
え
ば
、
日
本
が
Ｉ
Ｃ
Ｃ
に
加
入

し
た
際
に
、
実
体
法
面
で
の
国
内
法
化
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
の
当

否
を
上
官
責
任
と
い
う
法
概
念
の
観
点
か
ら
明
ら
か
に
す
る
と
い
う

点
に
あ
る
。
序
論
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
の
国
内

法
化
を
め
ぐ
る
従
来
の
議
論
は
、
主
と
し
て
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
を
は

じ
め
と
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
各
則
上
の
犯
罪
類
型
の
国
内
法
化
の
要
否

と
い
う
観
点
か
ら
展
開
す
る
も
の
が
多
く
、
総
則
上
の
論
点
を
本
格

的
に
検
討
し
た
例
は
少
な
か
っ
た
。
な
か
で
も
、
本
論
文
の
テ
ー
マ

で
あ
る
上
官
責
任
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
著
者
が
博
士
課
程
に
入
学

し
た
当
初
、
日
本
に
お
け
る
先
行
業
績
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ま
し
て

や
そ
れ
が
近
時
の
国
際
刑
事
法
廷
の
実
務
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
展

開
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
詳
細
に
研
究
す
る
先
行
業
績
は
ほ
ぼ
皆
無

で
あ
っ
た
。
調
査
の
手
掛
か
り
と
な
る
よ
う
な
日
本
語
文
献
が
な
い

中
、
膨
大
な
量
の
外
国
語
資
料
を
渉
猟
し
て
本
論
文
を
執
筆
し
た
著

者
の
労
力
は
想
像
を
絶
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
の
努

力
自
体
を
ま
ず
高
く
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。

　

加
え
て
、
上
官
責
任
と
い
う
法
概
念
に
着
目
し
た
著
者
の
セ
ン
ス

も
評
価
し
た
い
。
前
述
し
た
通
り
、
従
来
の
国
内
法
化
を
め
ぐ
る
議

論
に
お
い
て
は
、
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
罪
の
よ
う
な
国
際
法
上
の
犯
罪
が
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日
本
刑
法
上
の
殺
人
罪
な
ど
の
犯
罪
に
は
該
当
す
る
こ
と
を
前
提
と

し
つ
つ
、
そ
れ
ら
の
国
内
法
上
の
犯
罪
の
構
成
要
件
で
は
国
際
法
上

の
犯
罪
の
保
護
法
益
を
十
分
に
捕
捉
で
き
な
い
と
い
う
趣
旨
の
議
論

が
展
開
さ
れ
て
き
た
。
た
し
か
に
、
こ
の
よ
う
な
議
論
に
も
一
定
の

説
得
力
は
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
国
内
法
的
に
処
罰
の
空

隙
が
生
じ
な
い
以
上
、
日
本
政
府
の
現
在
の
対
応
に
対
す
る
批
判
と

し
て
迫
力
に
欠
け
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
こ
と
は
否
め
な
い
。
こ
れ
に

対
し
本
論
文
は
、
上
官
責
任
と
い
う
日
本
刑
法
上
そ
も
そ
も
不
可
罰

と
な
っ
て
し
ま
う
領
域
が
存
在
す
る
法
概
念
を
検
討
対
象
に
据
え
る

こ
と
で
、
国
内
法
化
を
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
日
本
の
立
法
政
策
に
説

得
力
を
も
っ
て
再
考
を
迫
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　

2　

本
論
文
の
中
で
と
り
わ
け
高
い
学
問
的
価
値
を
有
す
る
と
思

わ
れ
る
の
は
、
第
二
部
第
3
章
、
同
第
4
章
お
よ
び
第
三
部
第
2
章

で
あ
ろ
う
。

　

ま
ず
、
第
二
部
第
3
章
「
主
体
要
件
Ⅱ
」
に
お
い
て
は
、
上
官
責

任
の
下
で
部
下
に
よ
る
犯
罪
を
防
止
・
処
罰
す
べ
き
作
為
義
務
を
基

礎
づ
け
る
「
実
質
的
管
理
」
の
概
念
の
内
実
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

を
目
的
に
、
特
に
ア
ド
・
ホ
ッ
ク
法
廷
の
裁
判
例
が
数
多
く
紹
介
さ

れ
た
上
で
、
実
質
的
管
理
が
認
め
ら
れ
る
か
否
か
を
判
断
す
る
た
め

の
具
体
的
基
準
が
導
き
出
さ
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
こ
の
検
討
に

お
い
て
は
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
認
定
さ
れ
、
実
質
的
管
理
の
有
無
の

判
断
に
際
し
て
考
慮
さ
れ
た
事
実
を
逐
一
具
体
的
に
挙
げ
な
が
ら
、

実
質
的
管
理
の
内
実
が
分
析
・
検
討
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
研

究
手
法
は
、
海
外
の
先
行
業
績
で
も
み
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
と

い
う
の
も
、
国
際
刑
事
法
廷
の
判
決
文
は
、
そ
の
一
つ
ひ
と
つ
が
数

百
ペ
ー
ジ
に
も
及
ぶ
分
量
が
あ
る
た
め
、
各
事
件
に
お
い
て
認
定
さ

れ
た
事
実
を
網
羅
的
に
分
析
・
検
討
し
て
そ
こ
か
ら
具
体
的
基
準
を

導
く
と
い
う
の
に
は
多
大
な
労
力
を
必
要
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
本
論
文
は
そ
の
よ
う
な
手
法
に
あ
え
て
果
敢
に
挑

み
、
判
例
の
理
由
づ
け
を
ま
と
め
る
こ
と
で
、「
実
質
的
管
理
」
の

内
実
を
①
下
位
者
の
犯
罪
を
防
止
・
処
罰
す
る
能
力
が
、
②
組
織
の

指
揮
系
統
又
は
階
級
構
造
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
、
と
い
う
簡
潔
な

定
式
と
し
て
示
し
て
い
る
。
従
来
の
国
際
法
廷
に
お
け
る
実
質
的
管

理
の
有
無
の
判
断
は
、
雑
多
な
考
慮
要
素
を
整
理
す
る
こ
と
な
く
混

然
と
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
本
論
文
の
帰
結
は
今
後
の

実
務
に
と
っ
て
、
大
い
に
有
用
な
も
の
と
な
ろ
う
。

　

第
二
部
第
4
章
「
不
作
為
要
件
」
に
お
い
て
は
、
上
官
責
任
を
定

め
る
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
二
八
条
の
条
文
構
造
が
極
め
て
複
雑
で
あ
り
、
い

か
な
る
「
不
作
為
」
が
同
条
の
下
で
処
罰
の
対
象
と
さ
れ
て
い
る
の

か
が
不
明
確
に
な
っ
て
い
る
と
の
問
題
意
識
か
ら
、
同
条
の
解
釈
を

め
ぐ
る
学
説
の
整
理
・
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、

現
在
ま
で
に
主
張
さ
れ
て
い
る
学
説
は
、
次
の
二
つ
の
対
立
す
る
見
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解
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
同
条
に
基
づ
く
刑
事

責
任
が
生
じ
る
た
め
に
は
、「
管
理
懈
怠
」
と
「
防
止
・
抑
止
・
付

託
懈
怠
」
の
双
方
の
不
作
為
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
二
分
説
と
、

「
防
止
・
抑
止
・
付
託
懈
怠
」
の
み
を
も
っ
て
足
り
る
と
す
る
単
一

説
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
整
理
を
行
っ
た
上
で
、
著
者
は
、
後
者
の

見
解
を
採
用
す
べ
き
だ
と
し
て
い
る
。
従
来
の
学
説
に
お
い
て
は
、

上
記
の
よ
う
な
対
立
図
式
が
意
識
さ
れ
な
い
ま
ま
、
各
々
の
論
者
が

無
意
識
の
う
ち
に
い
ず
れ
か
一
方
の
立
場
を
前
提
と
し
て
議
論
を
展

開
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
た
と
え
ば
上
官
責
任
に
お
け
る

因
果
関
係
要
件
の
位
置
づ
け
を
め
ぐ
っ
て
、
論
者
間
で
議
論
が
ほ
と

ん
ど
噛
み
合
わ
な
い
と
い
う
事
態
が
生
じ
て
い
た
。
本
論
文
は
、
そ

の
原
因
が
、
不
作
為
要
件
を
め
ぐ
る
二
分
説
と
単
一
説
と
い
う
根
本

的
な
理
解
の
対
立
に
つ
い
て
、
従
来
の
学
説
が
無
自
覚
で
あ
っ
た
こ

と
に
あ
る
と
指
摘
す
る
。
こ
れ
は
従
来
の
議
論
に
新
た
な
視
角
を
提

供
す
る
も
の
で
あ
り
、
学
問
的
に
非
常
に
高
い
価
値
を
有
す
る
。
著

者
の
分
析
に
よ
れ
ば
、
近
時
の
Ｉ
Ｃ
Ｃ
第
一
審
裁
判
部
判
決
は
、
二

分
説
的
な
立
場
に
傾
き
つ
つ
あ
る
。
著
者
は
そ
の
こ
と
を
十
分
に
意

識
し
つ
つ
も
、
あ
え
て
二
分
説
の
問
題
点
を
詳
細
か
つ
徹
底
的
に
指

摘
し
、
単
一
説
の
立
場
か
ら
上
官
責
任
概
念
の
あ
る
べ
き
全
体
構
造

を
明
瞭
に
示
す
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
試
み
は
、
単

一
説
と
二
分
説
と
い
う
上
官
責
任
概
念
の
捉
え
方
の
差
異
に
無
自
覚

で
あ
っ
た
従
来
の
判
例
・
学
説
に
理
論
的
な
再
考
を
迫
る
も
の
で
あ

り
、
今
後
の
実
務
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。

　

な
お
、
著
者
の
見
解
が
、
既
に
実
務
の
一
部
に
影
響
を
与
え
て
い

る
こ
と
に
つ
い
て
付
言
し
て
お
き
た
い
。
著
者
は
、
本
論
文
第
二
部

第
4
章
の
元
と
な
っ
た
法
学
政
治
学
論
究
の
論
文
（「
国
際
刑
法
に

お
け
る
上
官
責
任
の
処
罰
対
象
と
し
て
の
不
作
為
―
―
国
際
刑
事
裁

判
所
規
程
二
八
条
を
中
心
に
」
法
学
政
治
学
論
究
一
一
三
号
〔
二
〇

一
七
年
〕
一
～
三
四
頁
）
に
大
幅
に
加
筆
し
た
英
語
論
文
を
、
国
際

的
に
権
威
あ
る
査
読
付
き
の
学
術
雑
誌
上
で
発
表
し
て
い
る

（K
azuya Y

okoham
a, 

‘The Failure to Control and the 
Failure to Prevent, Repress and Subm

it: T
he Structure 

of Superior Responsibility under A
rticle 28  ICC Statute

’, 
International Crim

inal Law
 R

eview
, V

ol. 18  

（A
pril 2018

）, 
pp. 275-303

）。
Ｉ
Ｃ
Ｃ
に
お
け
る
上
官
責
任
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
・

ケ
ー
ス
で
あ
る
ベ
ン
バ
事
件
の
検
察
側
は
、
同
事
件
の
最
終
弁
論
後
、

上
記
論
文
を
上
訴
裁
判
部
に
参
考
資
料
と
し
て
追
加
提
出
す
る
た
め

の
申
立
て
を
行
っ
た
（ICC 

（A
C

）, Prosecution

’s Request for 
Leave to Present A

dditional A
uthority, ICC-01/05-01/08-

3623,  13  A
pril 2018, para. 2 

）。
残
念
な
が
ら
、
上
記
論
文
で
扱

わ
れ
た
論
点
は
上
訴
裁
判
部
に
お
い
て
争
点
化
し
な
か
っ
た
た
め
、

こ
の
申
立
て
は
却
下
さ
れ
た
が
、
検
察
官
が
最
終
弁
論
終
了
後
に
わ
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ざ
わ
ざ
こ
の
よ
う
な
申
立
て
を
行
っ
た
こ
と
は
、
上
記
論
文
の
高
い

学
術
的
価
値
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
同
時

に
、
上
記
論
文
の
基
礎
と
な
っ
た
本
論
文
第
二
部
第
4
章
の
学
問
的

成
果
が
、
国
際
的
な
学
術
レ
ベ
ル
に
十
分
達
し
て
い
る
も
の
だ
と
い

う
こ
と
を
裏
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。

　

第
三
部
第
2
章
に
お
い
て
は
、
現
在
の
日
本
刑
法
で
は
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規

程
上
の
上
官
責
任
に
該
当
す
る
行
為
を
十
分
に
処
罰
で
き
な
い
こ
と

が
示
さ
れ
た
上
で
、
ド
イ
ツ
・
ス
イ
ス
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る

上
官
責
任
概
念
が
検
討
さ
れ
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
日
本
に
お
け
る
あ

る
べ
き
上
官
責
任
規
定
に
つ
い
て
の
提
言
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
、
ド
イ
ツ
や
ス
イ
ス
の
上
官
責
任
規
定
に
つ
い
て
は
若
干
の
先

行
研
究
が
存
在
し
た
が
、
該
当
す
る
条
文
の
紹
介
が
中
心
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
本
章
は
、
立
法
史
、
学
説
お
よ
び
判
例
を
網
羅
的
に

検
討
し
つ
つ
、
上
官
責
任
と
他
の
犯
罪
類
型
・
他
の
共
犯
形
態
と
の

関
係
ま
で
を
も
徹
底
に
解
明
し
た
も
の
と
な
っ
て
お
り
、
高
い
資
料

的
価
値
を
有
す
る
。
ま
た
、
上
官
責
任
規
定
そ
の
も
の
の
検
討
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
各
国
の
場
所
的
適
用
範
囲
の
規
定
に
関
す
る
検
討
、

換
言
す
れ
ば
、
上
官
責
任
に
該
当
す
る
行
為
の
国
外
犯
処
罰
が
ど
の

範
囲
ま
で
認
め
ら
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
の
検
討
も
詳
細
に
行
わ
れ

て
い
る
点
が
特
徴
的
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
は
、
上
官
責
任
に
該
当

す
る
行
為
の
日
本
刑
法
上
の
可
罰
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
も
の
は
み

ら
れ
て
も
、
国
外
犯
処
罰
の
観
点
か
ら
上
官
責
任
の
国
内
法
化
の
問

題
を
考
察
し
た
も
の
は
皆
無
と
い
っ
て
よ
い
。
本
章
に
お
い
て
は
、

日
本
の
現
行
刑
法
で
は
上
官
責
任
に
該
当
す
る
行
為
の
大
部
分
の
国

外
犯
処
罰
が
不
可
能
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
上
で
、
ド
イ

ツ
語
圏
諸
国
に
お
け
る
国
外
犯
処
罰
規
定
を
手
掛
か
り
に
、
今
後
の

日
本
の
あ
る
べ
き
立
法
方
針
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規
程
上

の
犯
罪
類
型
を
日
本
刑
法
に
お
い
て
国
内
法
化
す
る
と
い
う
と
き
、

国
外
犯
処
罰
を
い
か
な
る
範
囲
で
認
め
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
は
本

来
不
可
避
的
に
生
ず
る
は
ず
の
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
従
来
の
日

本
の
議
論
に
お
い
て
は
こ
の
点
に
つ
き
議
論
が
極
め
て
手
薄
で
あ
っ

た
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
ド
イ
ツ
語
圏
諸
国
が
上
官
責
任
に
該
当

す
る
行
為
の
国
外
犯
処
罰
を
広
く
認
め
る
た
め
の
規
定
を
採
用
し
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
本
章
の
成
果
は
、
日
本
に
お
け
る
国
内

法
化
の
議
論
を
疑
い
な
く
一
歩
進
め
る
も
の
と
い
え
よ
う
。

　

3　

こ
の
よ
う
に
、
本
論
文
は
学
問
的
価
値
の
高
い
労
作
で
は
あ

る
が
、
若
干
の
問
題
点
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
ま
ず
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
規

程
上
の
上
官
責
任
概
念
を
扱
っ
た
第
二
部
に
お
い
て
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｃ
に

お
け
る
初
の
上
官
責
任
の
適
用
事
例
で
あ
る
ベ
ン
バ
事
件
が
頻
繁
に

参
照
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
同
事
件
の
上
訴
裁
判
部
判
決
が
ほ
と
ん

ど
反
映
さ
れ
て
い
な
い
。
特
に
、
同
事
件
上
訴
裁
判
部
判
決
で
は
、

被
告
人
が
部
下
に
よ
る
犯
罪
に
対
し
て
「
必
要
か
つ
合
理
的
な
」
措
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置
を
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
の
証
明
が
十
分
で
は
な
い
と
し
て
、
無
罪

が
言
い
渡
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
本
論
文
で
は
、

上
官
が
と
る
べ
き
措
置
の
必
要
性
・
合
理
性
と
い
う
基
準
の
内
実
に

つ
い
て
は
、
上
訴
裁
判
部
判
決
を
踏
ま
え
た
検
討
が
ほ
と
ん
ど
な
さ

れ
て
い
な
い
。
Ｉ
Ｃ
Ｃ
が
現
に
直
面
し
た
課
題
に
対
す
る
学
説
か
ら

の
応
答
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
た
と
え
上
訴
裁
判
部
判
決
お
よ
び
付

随
す
る
個
別
意
見
・
反
対
意
見
が
長
大
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、

同
判
決
と
本
論
文
の
提
出
の
タ
イ
ミ
ン
グ
の
関
係
上
、
徹
底
し
た
分

析
・
検
討
が
困
難
で
あ
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
本

来
で
あ
れ
ば
、
少
な
く
と
も
概
略
的
に
は
検
討
の
俎
上
に
載
せ
ら
れ

る
べ
き
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
今
後
、
本
論
文
を
書
籍
化
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
こ
の
点
を
補
完
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
上
官
責
任
概
念
の
国
内
法
化
の
あ
る
べ
き
方
法
に
つ
い
て

論
じ
た
第
三
部
第
2
章
に
お
い
て
は
、
ド
イ
ツ
語
圏
諸
国
の
比
較
法

的
検
討
か
ら
得
た
知
見
を
基
に
、
日
本
に
お
け
る
上
官
責
任
の
国
内

法
化
が
い
か
な
る
か
た
ち
で
な
さ
れ
る
べ
き
か
に
つ
い
て
の
方
向
性

が
示
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
具
体
的
な
提
案
内
容
は
若
干
踏
み
込
み

不
足
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
上
官
責
任
該
当
行

為
の
国
外
犯
処
罰
を
い
か
な
る
範
囲
で
認
め
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、

「
日
本
国
民
が
中
核
犯
罪
の
行
為
者
又
は
被
害
者
と
な
っ
た
場
合
は

も
と
よ
り
、
そ
の
よ
う
な
日
本
と
の
関
連
性
が
な
い
場
合
で
あ
っ
て

も
刑
法
の
適
用
を
可
能
と
す
る
こ
と
が
、
本
来
的
に
は
望
ま
し
い
」

と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
上
官
責
任
の
処
罰

懈
怠
類
型
や
過
失
類
型
と
い
っ
た
、
い
わ
ば
「
軽
い
」
類
型
に
つ
い

て
も
、
常
に
国
外
犯
処
罰
を
認
め
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
慎
重
に

結
論
が
留
保
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
帰
結
は
、
当
初
の
問
題
意

識
か
ら
す
る
と
、
ト
ー
ン
ダ
ウ
ン
と
い
え
な
く
も
な
い
。
著
者
も
自

覚
し
て
い
る
通
り
、
こ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、「
国
外
犯
処
罰
を

す
べ
き
か
否
か
」
と
い
う
単
純
な
二
項
対
立
で
は
な
く
、
自
国
民
が

中
核
犯
罪
に
関
わ
っ
た
場
合
に
の
み
国
外
犯
処
罰
を
認
め
る
の
か
、

そ
れ
と
も
、
自
国
と
の
連
結
点
が
な
く
と
も
常
に
国
外
犯
処
罰
を
認

め
る
の
か
と
い
う
、
国
外
犯
処
罰
の
範
囲
の
問
題
も
存
在
す
る
。
こ

の
「
範
囲
」
を
め
ぐ
る
議
論
に
も
目
を
配
り
な
が
ら
、
あ
る
べ
き
国

外
犯
処
罰
の
範
囲
に
つ
い
て
よ
り
踏
み
込
ん
だ
具
体
的
な
提
言
を
す

る
こ
と
が
望
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
点
は
、
む
ろ
ん
、
本
論
文
の
学
術
的
価
値
を
些
か
な
り

と
も
減
殺
す
る
も
の
で
は
な
く
、
著
者
に
と
っ
て
の
今
後
の
課
題
と

さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

四　

以
上
の
よ
う
に
、
本
論
文
は
、
上
官
責
任
と
い
う
国
際
刑
法
固

有
の
法
理
の
全
体
像
を
体
系
的
に
解
明
し
た
貴
重
な
研
究
で
あ
り
、

日
本
に
お
け
る
国
際
刑
法
学
の
水
準
を
高
め
る
学
問
的
価
値
の
高
い
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労
作
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
審
査
員
一
同
は
、
横
濱
和
弥
君
に
博
士

（
法
学
）（
慶
應
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ

る
と
の
一
致
し
た
結
論
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
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